
薩摩川内市の将来人口推計（試算）

1

（コーホート要因法）

シミュレーション１で推移した場合、50年後の本市の人口は、約１／２になる。
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パターン１（国立社会保障・人口問題研究所推計準拠）
出生は、合計特殊出生率の実績値1.86から2015に1.74、2020に1.71、2025から1.68と
なりそのまま2060まで推移。転出による社会動態を全国の移動率で今後一定程度縮小す
るとして推計した（国勢調査で算出した純移動率がH27～32までに定率で0.5倍に縮小し、
その後その値で一定と仮定）。

パターン２（日本創成会議推計準拠）
全国の総移動数が社人研の推計値から縮小せずに2040までそのまま推移したものと仮
定し、推計された。出生は、パターン１と同じである。

シミュレーション１（独自推計）

出生は、社人研の県女子の年齢（５歳階級）別出生率の変動率を本市に当てはめて
算出される出生率により推計した。出生数の減→年少人口の減少。
死亡は、本市のH17～H22に基づいて算出された生残率に社人研の変動率を各年齢層
ごとに当てはめて生残率を推計した。

移動は、国勢調査に基づいて算出された県の純移動率（各年齢層ごと）の変動幅を本
市に当てはめて推計した。地域の動向は加味していないため純移動率が大きい。 人口
減少が大きくなった。

【コーホート要因法：推計された要因（移動率、生残率、出生率）をコーホート（同年に出生
した集団年齢層）ごとに変化率を用いて人口を推計した】
2045以降の数値は、2040までの5年間の率で推移したものと仮定した。

推計パターンの比較



薩摩川内市の将来人口推計（3階層）
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老年人口は増加傾向から2030をピークに減少する。生産年齢人口は、半分以下の
45％となる。さらに年少人口は、42.3％となり、その後の総人口も減少し続ける。すな
わち、2030から急激に人口が減少する。

（コーホート要因法）



薩摩川内市の将来人口推計（3階層）
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市の独自推計では、老年人口が39.3％まで増加した。2060以降も人口が減少す
ると市全体がゴールド集落化する恐れがある。

（コーホート要因法）



高齢化率の推移
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これまでは、国や県の水準より早く高齢化が進行するも、間もなく国や県の水準と同じレベルにな
ると推計されている。
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将来の人口目標設定イメージ
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①合計特殊出生率の人口置換水準(2.1)を達成
②転出抑制政策等により、生産年齢人口の流出を
現在より抑制できた場合

合計特殊出生率・移動率が、現在の国
の水準程度で推移した場合。

人口置換水準や生産年齢人口の域外流出の抑制を早期に達成すればするほど、人口の安定
時期は早くなり、高い水準で安定する。
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